
東京大学・大学院農学生命科学研究科（農学部）・助教

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１２６０１

基盤研究(C)（一般）

2018～2016

都市緑地の生物多様性は心理的幸福感を向上させるか？景観スケールでの検証

Do psychological benefits of urban greenspace increase with biodiversity? A 
landscape-scale assessment

８０７７３４１５研究者番号：

曽我　昌史（Soga, Masashi）

研究期間：

１６Ｋ００６３１

年 月 日現在  元   ６ １７

円     3,600,000

研究成果の概要（和文）：現代の「都市化社会」において、都市住民の心理的な健康・福利を向上させることは
極めて重要な課題である。最近の研究から、都市緑地は都市住民に様々な心理的健康便益をもたらすことが明ら
かとなっているが、それらに関する知見は未だ乏しい。本研究課題では、東京都における様々なタイプの緑地
（公園・市民農園）を対象に、都市緑地がもたらす心理的便益を景観スケールで計測し、それらの駆動要因を明
らかにした。

研究成果の概要（英文）：With an ever-increasing urban population, promoting public health and 
well-being in towns and cities is a major challenge. Previous research has suggested that urban 
greenspace provides people with a wide range of health benefits. However, evidence from quantitative
 analyses is still scarce. In this project, we quantified the mental health benefits of urban 
greenspace, and their drivers, at a landscape-scale.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究成果は、都市緑地を利用することで都市住民は様々な心理的便益（訪問時の癒し効果、長期的な心理的健
康状態の向上等）を享受していることを明らかにした。この結果は、都市緑地が都市住民の健康維持・向上に貢
献する可能性を示唆している。都市への人口集中および精神疾患を発症する人の数が進む現代において、本研究
結果は重要な意味を持つだろう。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
現代の「都市化社会」において、都市住民の心理的な健康・福利を向上させることは極

めて重要な課題である。実際に、近年うつ病などの精神疾患を患う人の数は大きく増加し
ている。最近の研究から、都市緑地は都市住民に様々な心理的健康便益をもたらすことが
明らかとなっている。例えば、都市公園を訪問することは、一時的なストレス減少やリラ
ックス効果をもたらすし、長期的にはうつ病や不安症状の発症を抑える効果を持つ可能性
が示されている。しかしながら、こうした都市緑地に関する知見は未だ乏しく、特に、（１）
都市緑地が持つ心理的健康便益の景観スケールでの分布パターンや（２）都市緑地が持つ
心理的健康便益の駆動要因については多くが未解明である。 
 
２．研究の目的 
上記の背景を踏まえて本研究では、都市緑地がもたらす心理的便益を景観スケールで明

らかにすることを目的とした。具体的には、都市の市民農園や公園など様々な緑地環境を
対象に生態・社会学的調査を行い、こうした緑地環境がもたらす心理的健康便益の景観ス
ケールでの分布パターンやその駆動要因を明らかにした。 
 
３．研究の方法 
本研究課題では、大きく以下二つの研究を実施した。 

 
３．１．市民農園の研究 
市民農園の研究では、都市型市民農園を利用することが都市住民に対してどれほど心理的健

康便益をもたらすのかを明らかにするために実施した。調査は、2016 年 5-6 月に東京都練馬区
の 24 カ所の市民農園を対象に行った。各農園において対面アンケートを実施し、計 165 名の参
加者（以下、農園利用者）から回答を得た。また、市民農園を利用していない人（非農園利用
者）の回答を得るために、練馬区在住 1,000 人の都市住民にアンケートを配布し、167 名から
回答を得た。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                       本研究で調査対象とした練馬区の市民農園 
 
 
本調査では、（１）全体的な健康度、（２）心理的健康度（General Health Questionnaire：

うつ症状や不安症状の程度の指標）、（３）日常生活での健康上の問題、（４）BMI、（５）社会的
健康度（近隣の人に対する信頼感や結びつきの度合いを表す指標）の五つの健康指標を基に、
農園利用者と非利用者の健康状態を比較した。また、これにより、農園利用者がどれほど非利
用者と比べて健康状態が良好なのかを明らかにした。加えて本研究では、農園利用者のみを対
象とし、市民農園の利用強度（利用頻度・時間）が健康状態に与える影響を調べた。 
 
３．２．都市公園の研究 
都市公園の研究では、都市公園の訪問者が公園訪問時に得ている心理的便益の量を明らかに

するために実施した。調査は、2018 年 10-11 月に東京都練馬区・杉並区・世田谷区の 27 カ所
の都市公園を対象に行った。各公園において対面アンケートを実施し、計 624 名の公園利用者
から回答を得た。さらに本研究では、各公園において生態・環境調査を実施し、各公園内に生
息する木本植物の種数や量、樹冠面積などを記録した。さらに、GIS により各公園の面積や形
状、凹凸度等の景観要因も計測した。 
 
本調査では、都市公園利用者が公園利用時に得ている心理的健康便益を測るために、

Perceived Restorativeness Scale（ある環境の持つ回復的特性を評価する尺度）を用いた。本
指標を用いることで、公園利用によって得られる心理的健康便益がどれほど利用者の個人属性
（性別、年齢、自然に対する興味・関心の高さ等）および公園の生態・環境・景観要因に影響
を受けるのかを明らかにした。 



４．研究成果 
４．１．市民農園の研究 
 調査・解析の結果、農園利用者は非利用者と比べて、全体的な健康度、心理的健康度、日常
生活での健康上の問題、社会的健康度の四つの健康指標において、より健康状態が良好である
ことが明らかとなった。この結果は、市民農園の利用が都市住民の健康維持・改善に寄与する
可能性を示唆している。一方で BMI については、農園利用者と非利用者の間で関連性が見られ
なかった。この背景には、日本においては肥満の人の割合が多くないため、農園利用者と非利
用者の間で差が見られなかった可能性がある。農園利用強度と農園利用者の健康状態の関係性
を調べた結果、利用頻度・時間ともに農園利用者の健康状態とは関連性が見られなかった。こ
の結果は、たとえ低頻度・短時間の利用であっても、市民農園は都市住民に対して一定の健康
効果をもたらすことを示唆している。 
 
４．２．都市公園の研究 
 調査・解析の結果、公園利用時に得られる心理的健康便益は、27ヵ所の都市公園の中で大き
なバリエーションがあることが分かった。こうした高いバリエーションは、公園利用者の間で
も同様に確認された。これらの結果は、都市公園で得られる心理的便益は景観内に一様には分
布しておらず、多くの心理的便益が得られる公園とそうではない公園があることを意味してい
る。 
 
次に、こうした公園間・利用者間での心理的便益のバリエーションが、公園内のどのような

生態・環境・景観要因および利用者の個人属性と関連するのかを調べた。その結果、面積が大
きく、樹木種数が高い公園では、訪問時により多くの心理的便益が得られることが明らかとな
った。この結果は、生物多様性保全にとって望ましい都市公園の管理方法と公園利用者の心理
的便益を向上させるために望ましい管理方法が一致することを意味しており、都市の生物多様
性保全を考える上で重要な意味を持つ。また、訪問者の個人属性と心理的便益の関連性を調べ
た結果、自然に対する興味・関心が高い人や公園の利用強度が高い人は、公園訪問時により多
くの心理的便益を得ていることが明らかとなった。この結果は、公園の生態・環境・景観要因
を変えずとも、人々の自然に対する興味や関心、公園利用頻度を増やすことで、公園がもたら
す心理的便益が増えることを意味している。そのため、今後、都市公園がもたらす心理的便益
を向上させるためには、公園の管理・整備だけではなく、利用者の意識・行動を変えるような
取り組みが重要となろう。 
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